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売上高比率売上高比率

50

0

-50

-100

-150

2,000

1,500

1,000

500

0
2012 2013 2014 2015 2016 2012 2013 2014 2015 2016

984

1

1,228

7
1,669

△112

1,531

△ 32

1,403

△32

売上高
（億円）

営業利益
（億円）

（年度） （年度）

 4％欧州
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事業概況
2016年度の経営成績

2016年度におけるakebonoの日本事業の業績は、
日本市場の上期自動車販売の低迷や輸出の減速もあり、
減収となりました。一方、海外においては、北米での受注
が引き続き好調に推移していることや中国での受注の増
加、欧州で高性能量販車向けビジネスを本格的に開始し
たことにより、日本を除くすべての地域において現地通貨
ベースでは増収となりましたが、円高による為替換算の影
響（前期比△234億円）が大きく、売上高2,661億円と、
前期に比べ5.4％の減収となりました。

利益面においては、北米の生産混乱による影響（労務
費・輸送費などの追加費用）が一部継続しましたが、国

内での合理化効果や北米事業の立て直しに向けた各施
策（販売価格の適正化など）の成果を計画以上に早く出
すことができたことに加えて、中国での受注増加などもあ
り、営業利益は42億円（前期は営業損失38億円）となり
ました。また、支払利息の減少や為替差損の発生などもあ
り、経常利益は8億円（前期は経常損失68億円）となり
ました。親会社株主に帰属する当期純利益は、投資有価証
券の一部を売却したことや補助金収入（ふくしま産業復興
企業立地補助金）などの特別利益を計上したこともあり、
3.5億円の利益（前期は親会社株主に帰属する当期純損
失195億円）を計上することができました。

At a glance

 2,661億円

総売上高
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